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介護保険住宅改修支援業務補助金の交付申請について（通知） 

 日頃は本市の介護保険事業に格別のご配慮を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、居宅介護支援等を受けていない要介護被保険者等に住宅改修が必要な理由

書を作成した場合に交付する介護保険住宅改修支援業務補助金について、下記のと

おり申請書類を変更しますのでご留意ください。 

なお、変更後の申請書類は刈谷市ホームページからダウンロードもできます。 

また、補助制度の内容は下記のとおりとなりますので、ご確認のうえ対象となる

場合は申請してください。 

記 

１ 申請書類の変更   

（１）変更時期  平成２７年８月１日以降の申請書提出分から 

（２）内  容  提出書類を、補助金交付申請書兼実績報告書と請求書の２点

から、補助金交付申請書兼請求書（別添参照）の１点に改める。 

     （参考） 提出書類一覧 

平成２７年７月提出分まで 平成２７年８月提出分から 

・補助金交付申請書兼実績報告書  

・請求書  

・補助金交付申請書兼請求書（注）  

 

(注)申請書の訂正方法について、申請額は訂正できないため、訂正

が必要な場合は申請書を再作成してください。その他の項目は

申請者印による直接訂正又は捨印により訂正することができ

ます。 

 



２ 制度の内容 

 （１）補助対象等 

    次の要件のアイ両方に該当する住宅改修が必要な理由書（以下「理由書と

いう。）を作成した介護支援専門員が所属する居宅介護支援事業所又は介護予

防支援事業所に、当該理由書の作成１件につき２，０００円を補助します。 

ア 理由書を作成する際に他事業所も含めて居宅介護支援又は介護予防支援

を受けていない要介護被保険者等に対して理由書を作成し、作成した月に

当該事業所が居宅介護支援又は介護予防支援を提供していないこと。 

イ 理由書が介護保険住宅改修費の支給申請に添付されていること。 

 （２）申請方法 

   理由書を作成した翌月から当該理由書に係る住宅改修の完了報告がされた

日の翌月末までに、同月に申請する分をまとめて申請してください。 

   完了報告された日の翌月末を過ぎた場合は補助対象となりません。 

（３）留意点 

ア 作成依頼をされた際は、依頼者が他事業所から居宅介護支援又は介護予

防支援を受けていないか確認してください。（※他事業所から居宅介護支援

又は介護予防支援を受けている場合は補助対象となりません。） 

   イ 補助金交付申請書兼請求書は、申請額を請求額として取り扱うため、申

請額を訂正することができず、訂正が必要な場合は作成し直していただく

こととなります。 

なお、申請額以外の項目は、申請者印による直接訂正又は捨印により訂

正できます。 
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